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＜連絡事項＞
・6/23（木）16：00～北病棟患者様の定期心電図検査予定。
＜患者様連絡事項＞
・森　ひで様～船場Dr診察し、臨時薬同内容で2週間分処方となっています。
・岡本　将孝様～本日9：00胸部CT実施しています。
　　　　　　　　船場Dr、田中Drに読影依頼し、右気胸の診断あり。ご家族へ連絡し、日赤受診に合わせた当院退院を希望されています。ご家族から日赤受診予約の連絡を入れていますが、当院から紹介状FAX後に予約を取る旨説明がありました。6/7田名部Drへ情報提供し、紹介状作成を依頼していきます。
・藤村　翔様～皮膚科の指示にて本日スピール膏貼付しています。木曜日まで剥がれないよう確認をして下さい。
＜週間予定＞
6/9（木）岡本　将孝様　10：00～自宅へ外泊
6/10（金）岡本　将孝様　13：00帰院

＜要注目患者様＞
・岡本　将孝～9:00胸部CT施行し、船場Dr・田中Drに読影依頼。右気胸の診断にて、症状がなければ経過観察し可能であれば他科受診の指示あり。ご家族へ連絡し、日赤受診の調整行い受診に合わせて退院の希望聞かれている。悲観的発言は無く、食事も拒否発言はあるが自力で全量摂取する。労作時の息切れや呼吸苦はなく、酸素飽和濃度98～96％で経過。
・泉山　紀子様～話し掛けの多さは見られるが、話の切り上げは出来ている。他者に影響された発言は無く、自傷行為も見られない。
＜菅野Dr診察＞
・長谷川　陽一様～先日他者の私物を病棟内捜索した際に易怒性が見られた事を報告。本人からも「少し苛々する事はある」と話し、私物を捜索したした際に自分が疑われた気がして嫌だったと話す。主治医からは、集団生活であるため私物が紛失したら一斉に捜索する事もあり得る事を説明。「集団生活ですから、自己管理でなくしたものは自己責任でしょう。そういう事ははっきり言って行かなきゃいけないので、これからも言い続けます」と説明への解釈が微妙にずれている。薬の種類を纏めていく事を説明し、フルニトラゼパムを中止し、デエビゴ（5）1錠⇒2錠へ変更。
・滝田　英人様～体育館での運動中にフラフラする状態があったが、昼には改善したと報告。診察中には「言われている」と幻聴を訴え独語あり。以前よりは幻聴落ち着いていると話し、疎通は良好。ラツーダ（20）2錠を中止していく。
・出河　攻様～両膝の痛みを訴えるが、鎮痛剤の服用は拒否。「安心したい」と訴えレントゲン撮影の希望あり。両膝の単純撮影指示となる。処方は変更なし。
・上村　みわ様～「肋骨癌に、肝臓癌に、膀胱癌、大腸癌・・・」と訴え、全身の癌で疼痛があると訴える。服薬に対しての拒否はなく、食事も摂取出来ていると話す。処方は変更なし。
・中川原　義雄様～胃痛は継続しており、頓服を使用し対応している。食事摂取量を調整する事で胃痛もコントロール出来るようになってきているとの事。食事摂取量低下により下痢症状が見られていると話すが、下剤の調整は拒否。本人希望にてフェルビナクスチック1本処方。

